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【食品衛生 時を刻んだ新聞記事 №006】 
2022.12. 5 笈川 和男 

1985 年 9 月 12 日 マンズ勝沼工場 有毒ワインすり変え 県の検査ごまかす 山梨日

日新聞 
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1985 年 9 月 12 日（社会面） 地に落ちた企業モラル マンズ社平然とウソの説明 山

梨日日新聞 

 
 

1985 年春、オーストリアで製造し、西ドイツで輸入したワインからジエチレングリコー

ル（不凍液）が混入していたことが発覚。そのワインを西ドイツから我が国が輸入していた。 

7 月２５日 自社の検査で輸入バルクワイン（原材料）にジエチレングリコール混入を深め

る。 

7 月２６日 ①タンクの移し替えあるいは廃棄処分 

②＜営業は親会社＞販売済みのワインの極秘回収を始める。 

７月３０日 Ｍ社 県の調査に虚偽の報告 

７月３１日 山梨県 Ｍ社からワインを収去検査 ジエチレンクリコール不検出 
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８月 ２日  

山梨県 「ジエチレンクリコール入り輸入ワイン県内出回りなし」として安全宣言 

８月 ８日 Ｍ社 新間に「安全」広告 

８月２９日  

民間の検査機関で、Ｍ社の高級ワインからジエチレングリコールを 1.26ｇ／Ｌ検出 

同日 山梨県 Ｍ社を検査 高級ワインに輸入バルクワインを混ぜていたことを認める。 

７月末の偽装工作（タンク移し替え等）は説明していない。 

8 月 30 日 ジエチレンクリコール入りバルクワイン混入銘柄を公表。 6 銘柄 総計 

400,485 本（秘密裏に回収できる数ではない） 

９月１１日 Ｍ社幹部（常務ほか） 山梨県に「虚偽工作（証拠隠滅）があった」と報告 

 

私は、M 社の頒布会でワインを定期購入。美味しく飲んだが、その中にジエチレングリ

コール混入したと公表されたワインがあった。我が家には親会社 K 社の営業者は来ていな

い（来たが留守だったのかもしれない）。その後 M 社のワインを購入しない。K 社の製

品も購入しないようにしている。 

頒布会なので、K 社の営業所等には名簿があったと思う。しかし、公表しないでの回収

は無理であった 

 

【食品衛生 時を刻んだ新聞記事 №007】 
2022.12. 9 笈川 和男 

6 号の続きです。 

1985 年 10 月 12 日 県、旅館を使い事情聴取 別室では酒食も マンズ社代金立て替

え 山梨日日 

 

1０月 11 日発覚 

【参考：９月１１日 Ｍ社幹部（常務ほか） 山梨県に「虚偽工作（証拠隠滅）があった」

と報告】 

山梨県、9 月 4 日から５日に、旅館を使い泊りがけでＭ社から事情聴取。M 社の社員が少

なかった。県職員１６人、Ｍ社２人。 
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【食品衛生 時を刻んだ新聞記事 №008】 
2022.12. 12 笈川 和男 

1999 年 8 月 29 日 ハヤシからボツリヌス菌 食べた？12 歳重体  讀賣新聞  

「ハヤシライスの具」は要冷蔵品であり、製造から流通、販売店、家庭への宅配までは冷

蔵管理をしていたが、家庭において長期間（夏期８日間）常温保存された後、摂食された。 

当該品はレトルト無延伸ポリプロピレンを使用し、レトルト食品と紛らわしい形態をして

いた。家庭において保存方法「要冷蔵」を見落とし、常温で保存したと推測された。 



食科協Ｎｅｗｓ                                  第２３４号 

 

6

製造過程で混入したボツリヌス菌が、家庭おいて嫌気状態で長時間常温保存したため増殖

し、毒素を産生したものと考えられた。 

同様な事件再発防止対策として、厚生省から「気密性のある容器包装詰めの要冷蔵食品に係

る取扱いについて」(平成 11 年 8 月 30 日 衛食 120 号)の通知がされた。
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【食品衛生 時を刻んだ新聞記事 №009】 
2022.12. 15 笈川 和男 

2012年12月19日 従業員からノロ検出 広島の弁当食中毒 発症1,574人最悪規

模 中國新聞 

 
患者数 2,035 人 発生当時ノロウイルス食中毒で、国内最大の食中毒事件であった。 

12 月 10 日～12 日に調製された弁当のうち 1 日分のみの摂食で発症しており、3 日間

にわたって汚染が継続していたと考えられた。 

発生原因として、次のことが推定された。 

①感染していた調理従事者トイレを汚染し、そのうえ手指洗浄消毒が不十分であった。 

②他の調理従事者はトイレで汚染を受けたが、手指洗浄消毒が不十分であった。 

③ノロウイルスを調理場に持ち込み調理、盛り付け工程で食品を汚染した。 

④トイレへ行く際にエプロンを外したが、白衣はそのままだったので、白衣等を介して汚

染が広がった。 


